
第１１回 見かけだおし問題・・・直流チョッパ（２） 

 

第１０回で、まず、定常状態（Ｌは導線）と分かることがポイントの１つとい

いました。 

 

 
 

 

 

ポイント② ｆ＝１０ｋＨｚ 、 ｄ＝０．６ （関係ない数値もある） 

ｆ＝１０ｋＨｚだからＸ＝２πｆＬなんてやってはダメなんですね。 

Ｓを１０ｋＨｚという手では無理なほど高速にｏｎ－ｏｆｆしているんです。 

ポイント①で書いたように、たんに定常状態というのがポイントです。 

あとはｄ＝０．６という通流率です。Ｓをｏｎ－ｏｆｆしていると、Ｒの電

圧はＥ＝４００Ｖより小さいだろうと見当ついてるでしょう。 

とにかく、ｆ＝１０ｋＨｚは計算には使わず、ｄ＝０．６に注目して、Ｒの

電圧が４００×０．６＝２４０Ｖ（平均値）と見抜くことが重要です。 

第１２回へ続きます 

＝４００Ｖ 

＝１０Ω 

スイッチング周波数 ｆ＝１０ｋＨｚ 

通流率 ｄ＝０．６の定常状態 

ｉの平均値は？ 

Ｌは導線 


